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第４回 ケアタウン構想検討委員会 会議録

日 時 平成２１年１０月２４日（日）午後３時００分～５時００分

会 場 小田原市役所３階・議会全員協議会室

出席者

■委員：伊東委員長、酒匂副委員長、加藤委員、木村委員、近藤匡委員、

近藤孫範委員、時田委員、中村委員、松原委員、箕輪委員、脇委員

■市職員：【福祉健康部】清水 福祉健康部長、川久保 福祉健康部次長、

【部内各課長】日比谷 高齢介護課長、田中 子育て支援課長、

相田 保険課長、奥津 健康づくり課長

【事務局職員】湯川 福祉政策課長補佐、田代 上級主査、峯田 主事

【部内ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰ】柏木 高齢介護課長補佐、隅田 子育て支援課長補佐、

加藤 障害福祉課長補佐、武井 保険課医療給付担当主査、

茂川 健康づくり課指導担当主査、

秋山 小田原市社会福祉協議会事務局長代理

傍聴者 ５人

会議内容

１ 議題

（１）ケアタウン構想の体系イメージ（案）について

○伊東委員長 本日はお忙しい中ご出席いただきまして、ありがとうございます。

ただいまより第４回ケアタウン構想検討委員会を開催したいと思い

ます。それではまず、事務局からご報告お願いいたします。

○事務局【川久保次長】 皆様こんにちは。お忙しい中お集まりいただきまして、ありがと

うございます。本日は、下田委員が体調を崩されたということで欠

席でございます。本日の会議の出席状況でございますが、下田委員

が体調を崩されたということで欠席されておりますが、１２名中の

過半数の１１名の方がご出席でございますので、検討委員会設置要

綱第５条の規定によりまして、会議が成立することをご報告申し上

げます。

続きまして、本日の会議の資料の確認をさせていただきます。事

前にお送りした資料は、会議次第、資料１「ケアタウン構想の体系

イメージ（案）」、そして資料２「福祉課題の解決方策等について」

の３点でございます。本日お持ちでしょうか。お持ちでない方いら

っしゃいましたらお知らせをいただきたいと思います。

次に、本日、卓上に配布させていただきました資料の確認をさせ

ていただきます。会議次第ですが、これは議題を２つに分けさせて

いただきましたので、新しいものをご用意いたしました。そして、
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委員名簿、資料２「福祉課題の解決方策等について」、参考１とし

て、「他市町村における地域福祉計画の基本理念」、参考２として、

「小田原市地域福祉計画よりの抜粋」が１枚、最後に意見書を卓上

に置かせていただいております。なお、卓上に置かせていただきま

した資料２は、事前にお配りした後に、近藤孫範委員さんからご意

見の提出がありましたので、最終ページに追加をさせていただくと

ともに、総括表を表紙の部分に付けさせていただいたものでござい

ますので、本日はそちらの資料をご覧いただきたいと思います。本

日お配りしました資料については以上でございますが、不足等はご

ざいますか。

事務局からの報告は以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

本日は前回に引き続きまして、福祉課題の解決方策について検討

を進めて行きたいと思います。今回も、予定時刻に終わりたいと思

いますので、ご協力よろしくお願いいたします。

それでは、次第にそって議事を進行したいと思いますが、まず、

議題（１）「ケアタウン構想の体系イメージ（案）について」事務局

よりご説明お願いいたします。

○事務局【湯川補佐】 事務局の福祉政策課の湯川でございます。私の方から議題１につ

いて説明させていただきます。

まず、資料の説明に入る前に、前回までの検討の経過等について

若干触れさせていただきます。第１回目の会議、６月に開催いたし

ましたけれども、こちらの会議におきましては、ケアタウン構想の

イメージや本市の福祉の現状、今後の進め方等々について、議論い

ただきました。その後、７月にケアタウン構想や福祉に関するアン

ケート調査を実施いたしまして、その内容につきまして、８月開催

の第２回目の会議において、ご検討した課題等を整理させていただ

きました。その結果、担い手の問題、相談・交流の場の問題等、８つ

の視点が主な課題ということで抽出され、前回第３回目の会議にお

きまして、課題に対する解決方策素案についてご検討いただき、委

員の皆様からご意見をいただ戴したという形でございます。以上が

今までの経過でございますが、前回会議におきまして、委員長の方

から、次回、１１月の第５回の会議において中間報告する運びです

とご報告いただきました。そこで今回、中間報告へのステップとい

うことで、ケアタウン構想の体系並びに全体像をお示しする必要が

あるとご指示をいただきましたので、今回、提示させていただいた

形でございます。

恐れ入りますが、資料１「ケアタウン構想の体系イメージ（案）」
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をご覧いただきたいと存じます。まず、体系のイメージでございま

すが、一番上にケアタウン構想を貫く基本理念を示してございます。

『ともに生き、ともに支え合うまち、おだわら』、これをキャッチフ

レーズといたしまして、サブタイトルを下に書いてございますが、

社会的に支援を必要とする方々を、制度的な枠組みを超えて、住民・

行政・事業者が一体となって支える仕組みづくりとしてございます。

キャッチフレーズでございますが、これはあくまでも事務局の案と

いうことで、本市の地域福祉計画にこの基本理念を置いてございま

す。また、サブタイトルにつきましては、第１回目の会議の時に、

ケアタウン構想の目指すべき方向性をご説明させていただきました

が、そちらから引用してございます。なお、基本理念の参考といた

しまして、他市町村の地域福祉計画の基本理念を参考１にまとめて

おります。してございます。また、参考資料２といたしまして、本

市の地域福祉計画の体系をご用意させていただきましたので、これ

らを参考に後ほどご検討いただければと思います。次に下の基本目

標でございます。こちらでございますが、今までご協議いただいた、

８つの主要課題を整理いたしまして、その課題を解決するための

５つの目標を設定してございます。担い手と市民意識、こちらは「地

域福祉を担う人づくり」と目標を掲げさせていただきました。次に

相談・交流の場と連携・活動のあり方、こちらは「地域で支えあう

環境づくり」という目標に、制度の枠と多様化するニーズ、こちら

は「利用者本位のサービスの仕組みづくり」という目標に、災害時

要援護者は「災害時の支援体制づくり」という目標に、行政への要

望は「行政の体制整備づくり」とさせていただきました。次に５つ

の基本目標の下に、いくつかの施策を置きまして、それぞれの施策

ごとに現在ご議論いただいている解決方策を置いてあるという形に

なってございます。施策について説明させていただきます。基本目

標の①、「地域福祉を担う人づくり」、こちらを推進するものといた

しまして、担い手の育成と福祉意識の向上を、②の「地域で支え合

う環境づくり」の下に、相談・交流の場の確保、相談体制の充実、

交流の仕組み作り、団体間の連携の推進、この４つの施策を、基本

目標の③、「利用者本位のサービスの仕組みづくり」の施策といたし

まして、相談体制の充実、情報提供の充実、身近な支援サービスの

提供、この３つの施策を、④の「災害時の支援体制づくり」の施策

といたしまして、災害時要援護者の支援という施策を、⑤の「行政

の体制づくり」の施策といたしまして、困難事例への対応、この施

策を置いてございます。なお、その下の解決方策につきましては、

前回会議の資料としてお示しをさせていただきましたケアタウン構

想に関する課題と解決方策素案、こちらを事務局が整理したものを
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置いてございます。こちらにつきましては、本日の議題（２）でご

議論いただきますので、個別の説明は省略させていただきたいと存

じます。さらに、解決方策の下にモデル事業という形でまとめさせ

ていただいております。これはまだ具体的に書いてございませんが、

これについては先駆的な事業ですとか、分野横断的な事業、あるい

はモデル地域での取り組み等、いくつかの切り口が考えられると思

います。いずれにいたしましても、解決方策を固めていく中で具体

的なモデル事業が浮かび上がってくるのでないのかと考えていると

ころでございます。以上でこちらの資料の説明は終了させていただ

きますが、今回この体系イメージのまず基本理念と基本目標につい

てご検討いただいて、ご意見をいただければと思います。また、併

せまして、こちらの体系イメージ（案）が皆様からご承認いただけ

れば、これを元に中間報告案を正副委員長と協議いたしながら事務

局で作成させていただき、次回の会議で皆様の方にご提案させてい

ただきたいと考えてございます。事務局からの説明は以上でござい

ます。よろしくお願いしたいと存じます。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

ただいま事務局から体系イメージ（案）について説明がございま

した。ここでご議論いただきたいのはまず一点、この上の部分です

ね、基本理念のところのキャッチフレーズと下の段の言葉ですね。

それから基本目標のところをこのように５つに分類していただいた

訳ですが、その辺についてご意見をまずいただければと思います。

いかかでございますか。

はい、では加藤委員お願いいたします。

○加藤委員 基本理念の『ともに生き、ともに支え合うまち、おだわら』です

が、これは地域福祉計画で１９年３月に出たのをそのまま踏襲した

ということで非常に良い言葉だと思いますが、今回市長がケアタウ

ン構想を打ち出したのは、新たに何かしたい、現状を変えたいとい

う思いもあるのかなと思いましたので、３年前に出したものをその

まま使って良いものなのかという思いがします。例えば言葉遣いを

変えるとか、付け加えるとかしたほうがよいのではないでしょうか。

○事務局【湯川補佐】 地域福祉計画につきましては、平成１９年３月に策定いたしまし

て、５年間の計画になっており、最終年度が平成２３年度までの計

画でございます。今年度ケアタウン構想について皆様にご議論いた

だいておりますが、構想としてとりまとめた後に、それを踏まえた

上で地域福祉計画も見直ししたいと思っております。ですから、ケ

アタウン構想を受けて、地域福祉計画を見直すべき部分があれば、

文言、内容等に含めても、来年度見直す予定でおります。ただ、こ

の内容につきましては、皆様のご判断でこういう言葉が良いかとか、
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他の言い回しがあれば、そのような言葉に変えていただいても結構

でございます。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

とりあえず置いてあると理解すれば良いですかね。参考１として

いただいております、他市のキャッチフレーズなんかも参考に考え

ていただければということになるかと思います。なかなかこういう

のはすぐに出てこないと思いますので、事務局の方で用意していた

だきました意見書にキャッチコピーを書いていただいて、１１月

４日までに提出してください。いろいろ案を練っていただいて、い

いキャッチコピーを考えていただければと思います。ここはそのよ

うなことで先に進めさせていただきます。

基本目標の方はいかがでしょうか。主な課題８項目を５つに基本

目標をまとめていただきましたけれども、その辺についてご意見が

ございましたらお願いいたします。

○事務局【湯川補佐】 基本目標でございますが、これにつきましてはこの検討委員会で

今まで８つの課題ということで整理しましたので、それをベースに

５つに分けさせていただいておりますが、プロジェクトの中では、

例えば４番とか５番だとかはもう少し他の中に括ってもいいのかな

という意見もありました。ただこれにつきましてはそのまま８つの

課題ということで今までご議論いただきましたので、そのまま柱立

てしておりますが、その辺も含めましてご議論いただければと思い

ます。

よろしくお願いいたします。

○伊東委員長 では、中村委員お願いいたします。

○中村委員 基本目標の事項に特に意見はないですが、あえて言えばあまりに

も一般的な表現なので、議論に加わっていない方からするとまた同

じ事を言っているという感じになるので、外に出す時にはもう少し

小田原が新しく踏み出そうとすると見えるように工夫が必要だなと

思いました。今はこう言ったら良いというのが浮かばないので、先

程委員長がおっしゃったように、この後の皆さんの意見等も議論す

る中で少し新しく、皆がパワーを持って受け止められるような工夫

を是非、していきたいところだなと思いました。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

表現の仕方というところですね。なかなかどうしても堅い文書に

なってしまうというところがあると思うので少し工夫を凝らした表

現をしていただきたいということです。

他にはいかがでしょうか。はい、では時田委員お願いいたします。

○時田委員 もう少し具体性のある、実態に則した言葉を使ったほうがいいと

思います。基本理念のところも何となく空虚で言葉だけすべってい
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るという感じで、実際これどうするのというのが分からない。

この課題というのは、整理は十分できていると思うので、誰がど

うやってどういうプロセスでやるのというところをしっかり押さえ

られないと、単に議論だけで終わってしまう恐れがあると思います。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。実態に則した言葉というところで

ご意見いただきました。

他にはいかがでしょうか。この辺もなかなかこういう言葉がおお

のではないかというのは出てこない部分だと思いますので、先程の

ご意見と一緒に、案が出てきたら意見書をご提出いただきたいと思

います。それから、先程中村委員が言っていただいたように、これ

からの議論を踏まえて、また事務局でも考えていただいて、分かり

やすい言葉、実態に即した言葉というのを選んでいただければと思

います。

先程、中間報告について事務局より話がありましたが、中間報告

では、この体系イメージ図という形でまとめさせていただければと

いうことです。これに関しましてご意見ございましたら、お願いし

たいと思います。事務局の方からもうちょっとイメージをこれがど

ういうふうな形で中間報告に移って行くかというところを補足いた

だきたいと思います。

○事務局【湯川補佐】 具体的に考えているイメージ、中間報告書はこういうものだとい

うものを簡単に説明させていただきます。

体系の大筋がこれでよろしいということであれば、こちらを基に

５～７ページ程度のいわゆる骨子（案）のような形で報告案を作り

たいと思います。ただ、文書で書いても市民には分かりづらいと思

いますので、図やチャートを活用して中間報告という形にさせてい

ただければと思っています。一般的に言うと報告書の概要版を作る

のですが、そのような形でまず概要版のようなイメージで図を入れ

てイメージできるようなものをということで考えているところでご

ざいます。今のところはそのように考えております。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

いただいたイメージ（案）に沿って文書ができたりとか図ができ

てきたりするようです。報告書ですので当然文書が入ってくるので

すが、できれば図で流れていくようなイメージのもので落とし込ん

でいければと思っております。

ここでは骨格ということで、このイメージ図でいいのではないか

ということであれば、これに沿ってチャート図的な形で中間報告を

作っていただくということになりますがいかがでしょうか。

では、加藤委員お願いいたします。

○加藤委員 作り方ですけども、一般の方に分かりやすくというのであれば、



7

課題のところは具体的な内容をきちんと書いたほうがいいと思いま

す。課題で担い手、市民意識とかありますが、では担い手が何なの、

どうなっているのとかその辺のところが一般的な、抽象的な概念に

なって、だんだん消えてきてしまうという恐れがあるので、例えば

エリアではどうなっているのかですとか、地域特性があると思うの

で、あるいは高齢者の方はどうなのかとか、子供がどうかとか、障

害者の方はどうなっているかとそれぞれの具体的なところを落とし

たところで課題というのを書いていった方がこれを見ると分かるの

ではないかと思います。

○事務局【湯川補佐】 今回、骨格イメージということで主な課題を短い文章で書いてあ

りますが、例えば担い手の問題ですと、既存の団体でなかなか参加

する方がいらっしゃらないとかで、市民意識でも二極化が起こって

いるということは書かせていただきます。また、相談・交流の場で

こういったものが求められているという形で、いわゆる市全体の課

題ということでまとめさせていただければと思っております。加藤

委員がおっしゃった具体的なご意見というのは多分にあろうかと思

いますので、例えば最終報告の時にアンケートの結果の具体的な意

見という形で、資料で添付することは可能かなと思っております。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

他にはいかがでしょうか。はい、時田委員お願いいたします。

○時田委員 この解決方策を見ますと、言葉だけあって数値目標がなく、進行

管理もないので、こういうものが計画とはいえないと思います。一

つの例を申し上げますと、小田原市における特養の待機者数は約

５００人です。この数値は、ほとんど変わっておらず、それを一体

どう解決するのかという数値目標があって初めてそれに向かってど

う努力をするのか、財政措置をするのか、あるいは誰が担うのか、

どういう手立てをこれによって講じるのかということが一つ一つ出

てくるのだと思います。そうでなければ具体性のないものになって

しまうと思います。子育てにしましても、待機児童の問題がよく挙

げられますが、背景には膨大な数の保育を必要とする子供がいると

いう話も研究者の文献等にもあります。数値の目標がないものだか

ら、どれくらいのボリュームがあって、それをどういう計画で進め

ればこの程度のところまでは解決できるというようなものも見えて

こないのだと思います。

これ以上地域に仕事を押し付けられてみてもできないというのが

実態ですから、こういう計画を誰が担うのか、どういう形でやるの

かということが大変難しいだろうなと思います。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

事務局よろしいでしょうか。
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○事務局【川久保次長】 今、時田委員ご発言がありましたように、先程もキャッチフレー

ズのところで、中身はこれまで言い尽くされてきて、具体的にどう

解決するかというのが重要だとおっしゃられました。そのような中、

ここに解決方策がいろいろ書いてありますが、従来から言われてい

てもなかなか解決できない一つ一つ重たい課題です。ですから、ま

ずは、時田委員にまた怒られてしまうかもしれませんが、構想とい

う形で大きく目標を定めさせていただいて、具体的にどうするのか

というのは、それぞれ子育てについては今策定しております「次世

代育成計画」、高齢者につきましては「高齢者福祉介護計画」、また、

先程言いましたように来年度見直しをします「地域福祉計画」とい

った個別計画の中で、より実効のある具体的に課題が解決できるよ

うな目標を持って定めていきたいと事務局では思っております。

○事務局【清水部長】 それともう一つ付け足しさせてもらいますと、時田委員が言われ

たようなものが、一番実効性があって非常に分かりやすいと思って

います。ただ、今回のケアタウン構想は時間も限られておりますの

で、この構想がある程度まとまった段階でモデル事業として事業例

示していただき、それと併せてモデル地区を選定するということを

今考えています。その中で今度、構想を実現するための推進計画と

いうのですか、名前は別といたしまして、いわゆる実効性の高いも

のにしていくために、モデルあるいは地区で問題点を洗い出し、そ

の上で推進していくための計画を作り、熟度が高まってきた段階に

は実施に向けて実施計画に入っていきたいというように、大分細か

く構想は考えておりますので、またそれは、その時々で皆さんから

ご提示いただければ、その辺は弾力的に対応させていただきたいと

思っております。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

ただいま、部長の方から進め方の提示がありましたので、理解で

きた部分があるかなと思っております。

話を戻しまして、この体系イメージ図ということでご了解いただ

ければ、これを踏まえて中間報告書を作成していただくということ

になるかと思います。よろしいでしょうか。

○各委員 （異議なし）

○伊東委員長 では、そのようにさせていただきます。

事務局よろしくお願いいたします。

（２）福祉課題の解決方策等について

○伊東委員長 では、次に議題（２）「福祉課題の解決方策等について」です。

皆さんにいただきました意見を基に議論をしていきたいと思いあ
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ますが、文書にしてもなかなか表現しきれない部分がございますの

で、ここで順番に各委員から意見を発表していただければと思って

おります。皆さんの意見が、先程のイメージ図の部分とうまく重ね

合わせていけたらなと思っております。先程、中村委員がおっしゃ

ったように、そういうことを踏まえてキャッチフレーズとか基本目

標の文言をもう一度練り直していただきたいと思います。順番とし

ては私から始まって、資料２に書いてございます順番で、酒匂副委

員長、加藤委員、木村委員というような順番で、最後に近藤孫範委

員にやっていただきたいと思います。

今日は時間が十分ありますので、それほど時間を気にしなくても

良いのかもしれませんが、あまり長くなってもその後の議論の時間

がなくなってしまいますので、その辺は意識していただければと思

います。

それでは、私から順次始めていきたいと思います。

○伊東委員長 １、２ページ目ということになりますが、ここの基本理念のとこ

ろにもありますように、今回のケアタウン構想というのは市民と事

業者と行政の協働ということだと思います。一番その気になっても

らわないといけないのは市民かなと思います。地震などが起こって、

じゃあ地域をどうするか、何か起こった後のまとまりというのは良

く聞く話でありますけども、なかなか平和な時代ですと市民の意識

化するというのは難しいと思います。小田原の地を考えますと、海

側があり、山側がありと各地域で個性があるので、自分の地域では

どういうケアタウンを作るのかというような議論から始めていただ

くと市民も入りやすいと思います。上からこうしたらどうかという

言われ方では市民はなかなかその気にならないのかなと思うわけで

す。ですから、この委員会の地域版というものを作っていくと良い

のかなと思っています。そのメンバーにはもちろん民生委員や自治

会役員も必要なのでしょうけれども、行政担当者や地域福祉コーデ

ィネーターも入っていただくということと思っています。その地域

に合った形でサロンをどうしようか、場所をどうしようかというこ

とを議論していただくということです。担い手というところでは、

団塊の世代に担い手になっていただくのが一つ鍵かなと思うのです

が、なかなか団塊の世代はボランティアを志向しない人も多いとい

う調査もあります。そうすると今までのような形でのボランティア

というと手が挙がらないのかなという気もいたします。そこで、団

塊の世代は意識が高い人の集まりかと思いますので、勉強してもら

ってから入って行く、作り上げるところ、先程の地域ごとに会議を

開いていただくというお話をしましたけれども、そこから入ってい

ただくというような形であると団塊の世代の方も入って来易いのか
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なと思う訳です。それからもう一点は、子育て中のお母さんたちも

担い手として活用できたらと素晴らしいのかなと。仕事をしていて、

子育て中仕事をやめられると、その間地域のことも見ていただく、

視野に入れていただくと。そうすると今まで仕事をバリバリやって

いた方が地域の方に目を向けてくれるとこれも強力な戦力になるの

かなと。子育てが終わって再就職されて、地域から離れて行ってし

まうのかも知れませんが、うまくこれが循環していけば世代交代が

できてくるのかなと思う訳です。それから、市民だけでなく、事業

所に働く専門職や行政職員もこの中に参画していく。なかなかこの

時世なので、職員を新たに募集するのは難しいでしょうが、できる

ことであれば、市にコミュニティワーカーという位置付けの職員が

採用されるといいかなと思います。

それから、財源の問題までこの委員会で提案するのはどうなのか

なという気もいたしますが、地域通貨を発行してその何％かが地域

福祉の財源になるというふうな仕組みを作ってもいいのかなと思い

ます。それから最後ですが、なかなかこの中では議論には出てこな

かったと思うのですが、外国人問題とか、地域から排除されてしま

う人たちの問題もちょっと視野に入れておかないといけないと思い

ます。目の前にいる高齢者や子育て中のお母さんとか障害者、その

辺がまだうまくいかないのだから、目に見えない部分というのはち

ょっと難しいテーマであるのかも知れません。しかし、その辺も意

識の片隅には入れて行かなければいけないのかなと思っておりま

す。

では、質問や議論は皆さんの意見を聞いてからというところで、

次は、酒匂副委員長よろしくお願いいたします。

○酒匂副委員長 私からは３ページでございますけれども、２点ご提案いたしまし

た。１つは中心的な位置付けとして社会福祉協議会の役割について

です。私は社会福祉協議会の代表でございますので、社会福祉協議

会の立場として意見を述べさせていただきますが、社会福祉協議会

の役割は住民を主体としてコーディネーターの機能を発揮し、専門

性を活かした取り組みが必要であると、このように書かせていただ

いたのですが、先ほども出ましたとおり、何をするにおいても活動

するリーダー、いわゆるそれを行う人が充実していないとなかなか

この事業の活動が前に進んで行かないというのが実態であると私は

思っております。そんな中で、言葉では非常に簡単に書いてあり、

文章として書き上げるのはなかなか難しいのですが、一口で言うな

らば、地域福祉コーディネーター。社会福祉協議会では神奈川県小

田原保健福祉事務所と小田原市社会福祉協議会との共催で平成

２０年度から福祉コーディネーターの養成を行っているわけでござ
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います。これは、申込みは各地区社協からと一般公募からでありま

して、研修は年４日間のうち１日が実務を取り組んでおります。今

のところこの地域福祉コーディネーターが１６人おり、これは各地

区にそれぞれおることになります。ちなみにこの方たちが何をする

のということになりますが、これは今模索中でございますが、福祉

コーディネーターが誕生した以上、やはりこれを効果的・効率的に

活用しなければならないということを考えてみると、地区でそれぞ

れの工夫が必要ではなかろうかとこう思っております。そんな中で

今まで地区社協の会長が一人で企画・立案、そして役員会にかけ、

理事会にかけ、承認を得ていると。これは実態でございますけれど

も、こういう会長の担っている職を福祉コーディネーターが一部背

負っていただく事が将来に向けてよろしいのではなかろうかとこう

思っております。そんな中で今まで無かったいわゆる部制、部会制。

例えば高齢者部会、障害者福祉部会、あるいは児童部会、こういう

部会を設けた中で、その中に何人か福祉コーディネーターを貼り付

けて、そして事業を計画・立案し、行っていけば、これは継続性の

ある事業活動ができることではなかろうかと思っております。そん

な中で、この専門性を活かした事を書かせていただきましたのです

が、これがこれからの取り組みとして必要ではなかろうかと思って

います。

そして２番目でございますけど、地域コミュニティ、そして地区

社協が整合性を持ってお互いに共存し合いながら活動ができる拠

点、場作りが必要であること。これは言うまでも無く従来は拠点、

場が固定してない訳でございます。その都度変わっているのが活動

の拠点です。事務の拠点というのは社会福祉協議会の会長宅になっ

ておりますけれども、活動の場というのは絶えず動いております。

そんな中で拠点作りがまず必要ではなかろうかと。この拠点につい

ては地区社協が活動する場だけでなく、現在やっているコミュニテ

ィ検討委員会の地域コミュニティ、そしてケアタウン構想、こうい

うものが共存し合いながらそこが事務処理を兼ねた活動の拠点の場

と、こういうものが絶対必要であると、このようなことを書かせて

いただきまして、私の方からご提案させていただきました。以上で

ございます。

○加藤委員 私の方は７ページですか。ケアタウンを「おでん」に例えて考え

るというようなところで出してみました。季節柄そのような時期な

ので、先週もおでん祭りがありましたので、そういうのもイメージ

があったものですから。次のページは、いろいろ小田原は揃ってい

るだろうなということです。機関とか団体とかですね、そういうの

はあるなというのはこの会議に出てからも分かりました。もう資源
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は豊富にあるのだろうと。無いのは連携の仕組みとか、市民の力を

有効に取り込むとか、全体をうまく割り振りするような調理人とい

うか板前さん的な役割かなと思ったものでしてちょっと例えて書い

てみました。

次に２番目、具体的な提案のところで出しています。１番目が「新

しい住民組織づくり」ということで、隣の木村委員は自治会から参

加ということですが、今考えているのは地域住民会というものです。

それはですね、入会するかしないかは関係無く、住んでいれば全員

会員とするというところでありまして、法律的なとか財源とか、ぜ

んぜん検討していませんけど、今アパート、個人で、自治会に入っ

ていない方が結構いるので、そういった方が取り残されてしまって

いるところがあったりしますが、とにかく地域に住んでいる人はみ

んな会に入っているものだということで、いろいろな催し物があっ

ても全部回覧板を回しちゃうとかですね、知らせるとかそういうこ

とでもってやっていこうと。もう一つ子供会とか親父の会とか老人

会とかありましたけれども、そういうものも入る・入らないは関係

なく、小学生は全員入るとか、高齢者は何歳以上の人は皆入るとか、

そうしてしまって、入ってないところの差をなくしてしまおうとい

うところを狙っています。年齢別に分科会的に作れば良いのではな

いか。とにかく全員が参加する資格があるし、それに対しても何か

あればボランティア的にお手伝いに出る。それもですね、その場そ

の場で募集すれば良い。役員さんがずっと固定して、何から何まで

やらなくてはいけないというのはすごく負担が大きいと思うので、

例えば運動会をやるのだったら運動会を手伝いたい人を募集してや

るという、それは私の関係している小学校なんかも、そういう形で

やって、そういう時にはどんどん出てやっているのですけど、そう

いった形で集合離散を繰り返すような緩やかな組織を作ったらどう

かというようなところです。担い手としてはですね、さっきも伊東

先生が言われたように、仕事をリタイヤされて、気力、体力十分な

団塊の世代の中でそういったところで大いに力を発揮していただき

たいなというのはあります。

次のページですけれども、２番目、地域に総合調整役の「タウン

マネージャー」を配置する。これはちょっと地域福祉コーディネー

ターと関係するところがあるかも知れませんけど、もう少し上の立

場です。マネジメントする立場の人を置く。さっきの地域住民会の

マネジメントも自治会の役員さんって非常に大変なので、そういう

ところはある程度このタウンマネージャーが全部やってしまう。調

整役とかいろいろな大変な事務とか。地域ごとに配置して。そのか

わり、そのタウンマネージャーは有償で、それなりの報酬を払うと
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いうところです。

３番目、これは「連携の仕組みづくり」ですけれど、これは地域

ケア会議というところがすでに出ていますね。そういうものがあれ

ば良いなというところですけれども、それがちょっと分からないよ

うな会議ではなくて、市民の皆さんに対して結果がすぐ見えるよう

にするとか、その会議に対して出席可能、今回も傍聴されている方

がいらっしゃいます、という形にして今何が問題になって話されて

いるということがすぐ分かって、すぐ皆さんに見えるようにしてい

くという、そういう場にしていただきたいというのと、困難事例な

んかを吸い取る役割もここでやる。さっき伊東先生からあまりそう

いう例外事例、困難事例ばっかり注目しちゃうと厳しいというのが

言われていたので、その辺はあると思うのですけどもね、そういう

場では吸い取るようにしておいたらどうかというところです。

あと、４番目の「ケアタウン小田原」を目指すまちの理念にする

というようなところは次の段階だろうけれども。

５番目の「中心市街地再生のテーマ」というのも、これもちょっ

と大きなテーマでしょうけれども、今後の市のコンセプトというこ

とで、「ケアタウン」が小田原をまとめていく柱になっていければと

そんなふうに考えて書いたものです。

○木村委員 自治会の代表として参りましたけど、先日、富水地区まちづくり

検討委員会で一応素案が挙がりました。その中でいろいろ皆さんと

検討した結果、１番、４番、５番がほとんど大まかな、地域では困

るよというような形で、地域では自治会の下にいろいろな婦人部で

あり、老人会であり、一人暮らしの老人を招いて昼食会をやるとい

うようないろいろな部がございます。それとですね、これは皆さん

も自負しているのですが、富水地区は福祉については非常に進んで

いるというような地域であるがゆえにですね、これからケアタウン

構想検討委員会で新たに地域に投げられるというのは非常に困る

と。今現在やっている皆さんがまとまってやっているところに、ま

た新たに行政の方からぼんとぶつけられるというのは、今の部をこ

れから何十年も続けて行くには、今のところが精一杯であるという

のが大方の委員の話でございます。それとですね、あと話の中にた

くさんあるのですけど、高齢者がいつも集まれる場所を何とか確保

してくださいよというのと、せっかく行政がお金を出してですね、

地域センターを作りましたが、それが結局地域の為にはなっていな

いよと、もう少し皆さんが集まっても調理ができるところが欲しい

よとかいうところがですね、行政一辺倒で持ってこられたら地元は

非常に困るよというような形の話でございます。

○近藤匡委員 今までのご意見は抽象的なご意見が結構多かったですが、私は短
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編急な考え方でちょっと出してみました。あまりにも問題が多すぎ

ますし、各部門の専門にやっている方は分かるのですが、専門でな

い方は分からないですよね。例えば障害者問題一つを取っても多分

何をやっているのと感じの方が多いと思うのです。目の見えない人

はどういう苦労をしているのか、耳の聞こえない人はどんな苦労を

しているのか、肢体に障害のある方はどんな苦労をしているのか、

また、知能障害を持っている方のご両親はどんな考え方を持ってい

るのかと、そういうような事をいつも私たちは考えているのですが、

短編急にこれに書いた通り、まず小田原市にすぐやる課、何でもや

る課というものを立ち上げてもらって、何でも相談をぶちまけても

らって、その中から各課のオーソリティが速攻にその課に話を持っ

ていって簡単にまとめてもらった方が大きな問題以外は多分解決で

きる部分が多いのではないのかなと。そういうことでちょっと書い

てみたのです。その前に第３回に私欠席させてもらった時に資料を

送ったんですが、今まで自民党が政権を握っていて、今度、民主党

が政権を取られましたよね。それによってまず少子化対策、単純に

言えば、２万６千円ですか、支給するのではないかと。それから後

障害者自立支援法、これも廃棄といっても多分ここまでやったので

形を直してやっていくのではないかと思います。それから後期高齢

者、これも一応廃棄というような話になりましたね。これも悪い方

には進まないと思います。それから考えて行きますと私たちが考え

ているグローバル的なことが１％か２％かは解消されるのではない

のかという良い見方をしているつもりでいます。そういう面でいっ

たら、あともう一つ言えるのは、各専門部門の悩みですね。これは

やはりこれが終わった後それなりの方が集まってですね、もっと細

かい形で砕いて解決すればそれが一番早いのではないかと思いま

す。最終的にはこれを集めた結果を検討して解決方向に持って行く

と。この場所で何でも解決というのはちょっと難しいだろうという

のが私の大きな意見です。

○伊東委員長 それでは続きまして下田委員はお休みですので、時田委員お願い

いたします。

○時田委員 私からはレポートに４、５点書いてあるのですが、具体的な方法

を申し上げてみますと、やはりモデル事業の実施だと思っておりま

す。行政はどうしても公平とかあるいは一律とかということを考え

がちですけれども、地域ごとにそれぞれ事情が異なっておりますの

で、公募して手を挙げていただいて、そこでモデル実施をしていた

だいたらどうかというように思っています。それにはその単位とし

て連合自治会にお願いをすることになるのだと思いますが、さきほ

ど木村委員から「そんなことを言われても困る。」という話しがあり



15

ましたが、連合自治会といっても地域ごとに力関係がずいぶん違う

と思うので、できるところで手を挙げていただいてやっていただい

たらどうかと私は思っています。また、そのためには我々福祉施設

等も一生懸命協力をさせていただくつもりです。ずいぶん昔の話で

すが、三鷹市では１連合自治会あたり１００万円の交付金を差し上

げて、そのお金で地域ごとにいろいろな検討委員会をお作りいただ

いて、地域ごとに地域が主体になって人材の確保、あるいはサロン

の整備、そして会議の開催、運営一切を一体的に連合自治会に委ね

た実例がありました。まさに地域福祉のモデルを地域からお作りい

ただくという民間活動に期待したわけです。私は現実的だと思って

おります。行政も当然予算を組んで、そして交付金をお出しいただ

くというのは当たり前の話ですし、そのための税金を徴収している

訳ですから、予算がないとかということではなくて、重点的に予算

配分をするということは必要だろうと思っています。それからここ

にご参加いただく地域コーディネーターについては、私が提案申し

上げているのは、一番有力な人材はリタイヤしているナースたちだ

と思っています。ただ、今の医療状況の中でなかなかナースが現場

に帰ってきてくれないという問題があります。私も県立大学で看護

教育のお手伝いをさせていただいているわけですが、素晴らしい人

たちがいます。あるいはせめて訪問介護員２級ぐらいの研修を受け

ないと専門性という点では難しいだろうと思います。１級で今

３６０時間ですし、基礎研修は今度５００時間になっている訳です。

地域には多彩な課題があり、しかもそれは例えば地域包括支援セン

ターをご覧になっても分かる通り、専門職が全部揃っているのです。

あれには市が大変に財政負担をなさっていらっしゃるけれども、そ

れでもこなしきれないと。そういう難問や課題が山積しています。

これは自治会の方も民生委員の方も皆課題を抱え込んで、悩んでい

らっしゃるのと同じですね、地域は。そういう現場サイドから問題

を考えてみると手を挙げていただくところが一つでも二つでもいい

と思いますが、私はその成功事例を是非、全域に普及をさせていた

だくことができるのではないかと思っています。これは地域が一体

になってやろうと目指していただかないとなかなかできないと思っ

ております。それから市民意識の問題で実は私共福祉施設は小中学

校、高校、大学までいわゆる実務研修を受け入れております。その

ため実情が非常に良く分かっているのですが、一番理解の無いのは

教員です。だから子供たちの方がむしろ熱心です。総合科目を子供

たちに自分で選ばせるのですが、福祉施設にもずいぶん参ります。

非常に感性豊かで素晴らしいなと思っているのですが、教員がほと

んど現場のご理解が無い。だからある高校の話では福祉という仕事
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はダーティーだからあんまり就職しない方が良いなんて話す教員が

いるのですが、そんなものではありません、福祉の現場というのは

素晴らしい人材が育つ場所でございます。人格も豊かになり、豊か

な感性も養える訳ですから、そういう意味で福祉健康部と教育委員

会とがご協議いただいて、教員を対象の研修の場をぜひお作りいた

だいたらどうかと思っています。いろいろまだ課題はございますけ

ども主だったところはそんなところでございます。よろしくお願い

いたします。

○中村委員 ケアタウン構想検討員会に出させていただきまして、感じたこと

を素直に書きましたので、１９ページ以降をご覧いただきたいと思

います。２つのことを感じました。

まずですね、皆様おっしゃっているように自治会とか民生委員と

いうのは、実際ボランティア活動に近い訳でして、頼まれボランテ

ィアというふうに厚労省の中では通称していたのですが、頼まれて

「よし、やろう」と、他にやり手が無いならやってみるよというこ

とで、日本人の非常に互助の気持ちを受け継ぎつつ活動されている

方々ですが、そこに、期待とか役割が大きくなってしまっているこ

とを考えると今ある活動を壊さない為にも、無条件にいろいろな活

動をここにのせていくということは、どうだろうかということを思

いました。そう考えますと、今回のこの会の中では新しい担い手探

しが重要課題だということをまず考えるべきことではないかと。つ

まり、新しい担い手探しが重要で、そのためにどんな知恵があるの

かということを皆で考えることが必要なんじゃないかと思いまし

た。

２点目としましては、地域の関係が弱くなっていて、いろいろ頼

りあえない環境が生まれつつあって、子育てということに焦点をあ

てても、親との関係だけがやたら強くなってしまって、親以外の関

係が豊かであると言えなくなってきているのではないかと思いまし

た。また、視聴覚障害のことを前回触れましたけれども、そのよう

な非常に数が少ない人の悩みが地域には知られていないというよう

なことも見えてきていると思います。そういうことについてはザク

ッと言えることではなくて、それぞれぶつかるごとに丁寧に見て、

考えていかなければいけないことだと思うのですけれども、まず、

このことを手始めとしてどこからどう取り組むのかということを考

えるべきではないかということを感じました。私なりにいくつかの

アイデアというのが出せないかなとしばし考え、思い浮かんだこと

を２０ページまで少し列挙させていただきましたので、説明をさせ

ていただきたいと思います。

まず、小田原流の人探しシステムというのを作ったらどうかと思
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いました。すでに今活躍されている自治会長や民生委員たちの周り

には人がいないというのはどうもはっきりしていて、いればとっく

に声をかけているし助けを求めているはずです。すると新しいとこ

ろに声をかけ手を伸ばすという仕組みが必要ではないかと思いまし

た。その一つの案として市内にこだわることはないのではないかと

考えました。小田原の外からもらっちゃえばいいじゃないか。小田

原は実際新幹線の駅も止まって、いろいろな人にゴミも落とされて、

いろいろなことを貢献していると思いますので、この際、小さい町

だったりすると自分の町の中で活動するのがいやだという人たちが

いっぱいいます。お互い顔も知り合いたくないので、特に精神の方

とか子育てに悩むお母さんは近所の人はいやで、隣の市からの方が

良いという人たちもいるので、小田原の外から取り込んじゃうとい

う貪欲さを一つ持ってはどうかということを思いました。学生も含

めです。

その２ですけども、広報誌で呼びかけるとか、ホームページに載

せるとかボランティアセンターも人探しの方法をいろいろ工夫して

いると思いますが、迅速性に著しく欠ける面があるのではないかと

思いました。先程加藤委員の発言の中にもあったと思うのですけれ

ども、登録者から探すということではなく、人を必要な時にすぐ探

す、困った時にすぐ探せる仕組みを作ってはどうかと思いました。

例えば、誰かいないかというふうに信頼できる人から信頼できる人

に声を掛けて探すための仲間のネットワークを作ったらどうでしょ

うか。つまり、活動者のボランティアではなくて、人探しのボラン

ティアというかそういうネットワークを作って、そこから名前は言

えないけれども、こういうことで学校への送り迎えを一週間頼みた

いという人がいるのだけど誰かいないかというのをキーパーソン何

人かに流すと、電話連絡網とかメールでバーと五月雨式に市内に広

がって、あの地区にいるよという人が５人ぐらい上がってくる。そ

こでそのニーズと合致する人に事情を話してそこでお見合をする。

例えばそんなネットワークを作ったらどうなのかなという事を思い

ました。田原地域信頼ネットワーク活動とかそんな名前を付けても

いいんじゃないかと思いました。２０ページ目ですけれども、再三

出ております、地域の拠り所が必要だということについてはお年寄

りが集まりやすいというようなことも重要で、しかしその発想は今

までもあったと思いますが、子育て家庭が集まりやすいというとこ

ろで新しい拠り所を作って、そこにお年寄りも来て、小さい子をあ

やしながら、楽しい場所があるという新しい場を作ってはどうかと

いうこと。それから２・目ですけれども常時設置の拠点が必要だと

いうふうに私申し上げましたし、皆様方もおっしゃっていますけれ
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ども、空き家とか空き店舗にあたるというようなこともあると思い

ますが、川崎の鈴の会、有名になっています市民の活動の一つの教

訓として、常時設置型だけではなくって、自宅開放型とかそういっ

たものも非常に有効だというふうなことも言われていますので、そ

んなこともしてはどうなのか。関連して３・目ですけれども、そう

いうハードな建物がある拠点のほかに関係拠点と言って見ましたけ

れども、例えば近所のあるお宅に子育てのお母さんが子供を連れて、

週に一回お昼を食べに行くと。そこのお宅の人は一人暮らしの方な

ので、一人暮らしの寂しさも癒されるし、子供さんとも接触できる

し、そこで又、新しい出会いがあるというような形で、関係性の拠

点みたいなものを呼びかけて作っていくというふうなこともありは

しないかということです。それから生活支援型ボランティア活動を

広げることが必要としましたが、要は新しい人を開拓するというこ

とや今ニーズが充足されていないものについて充足していくという

ことを考えるといくつかのメニューが考えられるのではないかと。

まず一つは、一人暮らしの方の重たいものの買い物とか、宅配の発

注用紙を書いてあげるボランティアを呼びかけるというようなこ

と、それからボランティアといいますか、地元の商店とかスーパー

で高齢者や障害者や子育て中のお母さんの買物を支援するような取

り組みをするようなお店をどんどん増やして、お店も福祉と連携す

ると顧客を拡大できるというようなことを商工会さん等と連携して

やってはどうだろうかとか。それから男性を呼び込むということで

は、福祉のボランティアという呼びかけ方よりは電球交換とか、簡

単な修理とか、重い物を運ぶとか、パソコン操作とかそういうこと

で手伝ってくれませんかというような技術部門の活動を、すこし開

発して呼びかけてはどうだろうかというようなことをちょっと発想

いたしました。こういった中からですね、力のある人が見つかって

いくと、その中から民生委員さんやってもいいとか、自治会になっ

てもいいというような人がまた発見されていくと良いのではないか

なということを思いました。それから視聴覚障害者への対応という

ことで、災害時のことが一番心配ですので、まず災害時にこの方々

がリスクを負わないように備えて行くということで、こういった

方々を支援する人というのを探して行くということもまた新しい人

を開拓しますし、問題にも応えて行くことになるのではないかなと

思いました。

最後に、先程も出ておりましたけれども、住民の方々がいろいろ

活動して困難な問題を抱えた時に、また、相談を持ち込まれた時に

持って行き場がないと、もうこういうのはやれないなということに

なってしまいますので、そういう時に相談が持ち込める市役所の体
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制というのを整えて行く必要があるのではないかというふうに思い

ます。そういう対応に悩んだり迷ったりした事例とか、困難事例を

こちらへという明確な窓口を行政のところに作って行くということ

が是非必要ではないかなと思いましたし、そういう窓口があります

と住民の方とも行政とも交通が良くなりますし、地域福祉コーディ

ネーターを置いてもそこだけに依存するのではなくて、連絡が起き

るということでも非常に効果が高いのではないかと思います。会議

系統ですね、いろいろな協議会を作るということも意味あると思い

ますけれども、小田原の場合どうでしょうか、一般的には行政の中

では意外とケース会議ですとか横の連絡というのは、年に何回かは

あるかも知れませんが、困難ケースがあった時に機動力を発揮して

さっと集まって、小チームで議論して、こうしましょうとプランを

立てて行くという体制は普通少ないようなので、何かあった時は行

政の中の縦割りを超えて職員同士の連携を良くするような仕組みを

まず一つ作るということが地域との連携を作る上でも重要なのでは

ないかなと思いますので、提案したいと思います。

○箕輪委員 ２１ページに載せさせていただきました。前回の時も少しお時間

をいただきましたが、今回はその続きになるのかなと思います。ま

た、今までに皆さんから出た意見と重複する部分がたくさんあると

思います。私自身何度か会議に出席させていただきまして、福祉と

いう言葉にいろいろな側面があり、今のイメージでは「福祉＝日常

生活」を強く感じています。私は、今子育て中の母親として支援を

いただく立場として参加させていただいていると思いますが、障害

を持っていられる方や高齢者の方の本当に困っている部分というの

は、実際携わっていないので会議に出席している中でも本当にわか

らない部分がとてもあると思います。私に限って言わせていただけ

れば、日常生活の改善につながる情報を流してもらえる、こんなと

ころで触れ合える、そのきっかけだけでかなりケアタウンの上の部

分をフォローできるのではないのかなというイメージを思っていま

す。なので、資料の中で対象のところにも書きましたが、一人暮ら

しができるぐらいの力のある方、日常生活ちょっと困ることはある

けど、まあそんなに始終誰かの手を必要としているというまでない

高齢者の方や障害者の方、私のように子供を抱えているような家庭、

その辺の人たちで解決できる部分と、やはり専門的な知識がないと

対応できないような事例を持たれている方とを一緒に考えるのはか

なり難しいなという印象があります。私からの提案は、主に先の述

べたような一人暮らしができるがちょっと不便、何かのきっかけが

あれば不安も無くなるという人をイメージしていただけければと思

います。その中で皆さんからも出ていますけれども、共有できる拠



20

点、動かない場所というのはとても必要性を感じます。前回児童会

館の話が出た時に、小田原では学童保育を小学校で行われており、

それが本当に素晴らしいものだということを教えていただきまし

た。なので、そこの使っていない時間をもう一つ踏み込んで開放し

てもらえないのかなと思いました。授業中の間に地区活動の方の事

務処理ができる拠点のような場になればいいし、また、そういう場

に使わなければ、雨の日に子供を遊ばせるようなスペースとして開

放してもらえるようになったらどうかと思います。また、同じよう

なレベルで今、ＮＰＯ団体やいろいろな民間の方がビジネス参入さ

れている場合があります。商店街やスーパーマーケットでも、お客

さんのニーズに対応するサービスを開発しているところもたくさん

見受けます。やはり人が来ればニーズも見えてくるようなので、い

ろいろな団体との協力で、お互いの特性を活かしながら広めていっ

ていただければと思います。また、どこか突然場所があるからおい

でとか言われてもなかなか行きにくいので、誰の目にも止まる、分

かりやすい情報の発信というものもあったらどうなのかなと。

あとは、先程、中村委員からも出ましたけども、信頼できる口コ

ミというのは本当に大切だと思います。今実際自分が子育てをして

いて、口コミ情報でやりぬいている部分がかなり大きいです。今、

私も困ったことがあったら友達に相談し、その友達の友達の力を借

りる。これは日常的に実際ある話なので、是非皆が使えるようなレ

ベルになって欲しいというのもありますし、そこの信頼関係が崩れ

ないような、口コミの利用がされていかなければならないと思って

います。

あと、下に少し書かせていただいたのは、ボランティアの特典を

現金で払われるとそれで終わってしまい、その続きが無くなってし

まうと思いますが、そこをクーポン券や地域通貨など、地域の中を

流通し、潤うような、そういうものが媒体になってくれると、いろ

いろな人も出会えるのではないかと思っております。

○脇委員 ２３ページと２４ページですけども、まず２４ページ、パソコン

の技術もありませんで、本当に簡単なものになってしまったのです

けども、常設の活動拠点が必要だということは今までの話し合いで

大分出てきたところで、ここに相談の場とか交流の場、様々な団体

の活動拠点を全部集約してしまうことで、それぞれの団体とかの連

携する仕組みがなかなか今できていないところなので、同じ場で活

動することによって、常に顔を付け合せているということで非常に

連携を図りやすくなるのではないかと思います。後、交流の場もそ

の場であるので、普段自分たちの地域にどんな団体が活動している

のかというのもその拠点を利用することで分かってくるので、全部
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一箇所に集めてしまえば、難しいですけども非常にうまくいくのか

なと思います。木村委員の意見にもありましたけれども、担い手の

ところですけれども、地域に対する考え方が世代とか人によって大

分違うと思うのですけども、今後、今のままで行くとさらに減少し

ていくというふうには感じます。昔ながらの地域というのがあれば、

あえてこのケアタウンという構想は必要ではなく、それが機能して

いないので、こういうものが掲げられたんじゃないかなと私は理解

しているのですが、このケアタウンという構想自体が自然発生的で

はないので、誰かがこう仕切り役をしていかないと一点先程自治会

にというお話もありましたけれども、自治会がパンクしてしまうん

じゃないかなという気もしますので、市がきちっとバックアップで

きるような体制を整えることがまず前提であると感じています。主

な課題には挙がっていないのですけども、７月のアンケートの中で

学区とか自治会の区割りが違っていて、非常に活動しづらいという

ところもありましたので、これを機に一度見直し等をしてもいいの

ではないかなと思いました。

○近藤孫範委員 期日に間に合わずに卓上配布になりましたので、申し訳ありませ

んでした。何点か課題の中の相談所と場所とその２点について書か

せていただきましたが、自分の関わっている生活困難な方に接して

いますと、問題を解決するのにまず相談できない、相談に辿り着け

ないという人が結構いられまして、そういう人がどこに行ったらい

いのか、市役所に行けばいいというのが分かるのでしょうけども、

身近に気軽に相談できるようなところがあれば、そういう場所をと

いうことで考えました。それが地域コミュニティ検討委員会という

ことで、小学校区とか連合自治会単位の地域コミュニティというこ

とが今検討されていると思うのですけども、そういう意味では地域

に一つなんでも、それは福祉に限らず生活で困っていることも含め

て相談できる場所があれば良いのではないかということで考えまし

た。今市内に５箇所、地域包括支援センターというものがあります

けれども、その機能をもう少しふくまらせるというか、その中に生

活に関わる法律的なことも相談できるような場所としてできれば良

いかなと思っています。先程も出ましたけれども、そこでもなかな

か解決できないような困難事例とかについては、市役所の中で相談

すると。若しくは地域の相談所から上に上げていただくというよう

な形が取れればと思って書きました。

それから居場所についてですが、これもそういう地域の中で孤立

している単身で生活している方等がなかなか外に出て行けない。閉

じこもってしまうということがよく見受けられますし、そういう人

はだんだん人と接しないことで余計に認知症状が出たりするのをよ
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く見ていますので、できればそういう高齢者が気軽に地域の中にそ

ういう場所があれば出かけられるようなところがということで書い

てみました。この居場所については、先程も民間の居場所作りをし

ている、コミュニティカフェとかという話がありましたが、たまた

ま僕の友人がやっているのは川崎市ですが、空き店舗を利用して、

子育て中のお母さんとか高齢者に限らず、地域の人がいつでもそこ

に集まれると、お茶も飲めるという場所を作ってやっています。健

康マージャンをやったり、料理教室をやったりとか、いろいろな企

画を立てて運営していますので。この居場所については、民間でそ

ういう事業を立ち上げて、また、できればそれはそれで良いのでは

ないかなと思っています。

３の医療・福祉包括したケアタウン構想。これは２回目か３回目

の時にちょっとお話ししましたが、これはこのケアタウン構想検討

委員会では福祉の分野でのケアタウンですので、これはまったく自

分の意見ですので、参考にしてください。それから後、ここには書

いていないのですが、市民意識ということですが、先程、時田委員

の方から福祉に関しての教育のお話がありましたけれども、子供と

いうか教育の現場で福祉に対する意識とか、障害者に対する意識と

かいうものを学ぶということは大事ではないかなと思っています。

３年程前に小田原でも路上生活者に対して小学生、中学生が襲撃す

る事件がありまして、実際学校教育課の方に申し入れをしたんです

が、学校ではぜんぜん実態を把握していないし、その辺の教育もま

ったくなされていなかったので、これは横浜市等では教員がそうい

う路上生活をしている人に対しての、横浜の場合は死亡事件もあり

ましたので、教員が今は一緒にパトロールをしているということも

あります。小田原の場合はそこまでは求めてはいませんけれども、

まず子供たちにそういう意識をきちっと持つような教育ができれば

いいのではないかなと思っています。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

最後に松原委員、何かございましたらお願いいたします。

○松原委員 すみません、調査票というものを出しませんで、大変失礼しまし

た。このケアタウンというのは本当に弱者に手を差し伸べる、本当

に援助や支援の必要な方に隅々まで手を差し延べられるような、そ

ういうふうな街だと思います。その中で、前にも意見集約の中で出

てきた中に、手を差し延べられることを拒絶される方や、あるいは

支援が必要だけれども、その相談にも行かないというふうな方もお

られるようです。そういった方をどうするかというのが一番大事な

ことなのではないのかなというふうに私は前から感じております。

小田原市内で一人たりとも孤独死を出さない。そしてまた、例えば
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育児ノイローゼで子供を虐待したりとか、放置したりとか、そうい

った悲惨な結果を生み出さない、それが一番、そういう街づくりが

大事なんじゃないかなというふうに思います。しかしながら、例え

ばその支援を拒否したりとかする方の考え方も理解が必要ですし、

人権も尊重しなければいけない。人格も尊重しなければいけない。

そういうふうなことも大事だと思います。そこで、前もお話したん

ですけども、そういうところまで目が行き届くというのは、地域の

コミュニティというのか、本当にその単位を小さくした地域なんで

はないかなというふうに思います。連合とかそういうことではなく

て、本当に百世帯ぐらいでしょうかね、ちょっと分かりませんけれ

ども、５軒先のうちに誰が住んでいるのかも分からないような状況

で、どういうふうな支援を求めているのかも分からない中で、非常

に小さい単位で、そういうケアの組織が必要なのかなというふうに

思います。そしてですね、先程もちょっと話が出ていましたが、も

しかするとそういう支援を拒絶する方というのは、顔見知りだとだ

めなのかなというふうな、さっきちょっとそういう意見も出ました。

市外の方という。そういう視点も持っておくのも必要かなというの

は、今日話しを聞いていて感じたところです。木村委員が自治会で

これ以上は無理だというふうなことが出ましたけれども、どうして

もこれ地域のコミュニティというのは、切っても切り離せないこと

であるなと思います。本当に必要としている人が悲惨な結果になら

ないような小田原市になることが大事だなというふうに思いますの

で、いずれにしても、最小単位で活動拠点ができるのが一番良いの

かなと思いますけれども、それには難題が多すぎるかな、ちょっと

私も頭の中でまとまりませんけれども、難しい問題が結構あるなと

いうふうな感じはしています。以上です。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

皆さんからたくさんの意見をいただきました。もしここで、この

辺をもうちょっと知りたいとか、議論のやりとりがあればと思いま

すけれども、いかがでしょうか。

はい、では近藤委員お願いいたします。

○近藤孫範委員 この資料の４ページから６ページは、どなたからのご意見ですか。

事務局からですか。この資料を送られて来て、一通り読んでみたの

ですけれど、この部分の内容が基本的に人間問題のキーポイントだ

と思いました。先程松原委員が言われたように、自分の家のことを

外には見せないというのが現在の風潮なのですね。これが基本とな

っており、年寄りでも家の中に一人だけでいると買物も行けない。

悩むけど、結局自分の家に誰も入れない。家はシークレットですよ

という方が若い人から年寄りまで多いですね。この４ページから
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６ページというのは、まさに昔の日本の形態なのです。これを崩し

てしまっているから、一人で悩んでしまっているというのが現状だ

と思うのですよね。４ページから６ページを読んでいくと、昔の長

屋のかみさんが井戸端会議でくだらない話をしゃべっていたりす

る。実はその中には重要な情報がいっぱい入っているといった訳で

す。例えば、隣のおじさんが何をしたとか。これが今は情報がシー

クレットみたいになってしまっているので、そもそもそこから食い

違っているというのは私も以前から感じていました。そういう隣の

家の情報をある程度は知り合うこと、それも一つのケアタウンの大

事な問題であり、わざわざ拠点を作っていこうという以前に、まず

ここから改革していかなければならないと思いますが、自分自身も

含めて、そこがどうもうまくいかないのではないかという気がいた

します。ここをよく読んでいただくと意味が分かると思いますので

よろしくお願いいたします。

○酒匂副委員長 社会福祉協議会の酒匂でございます。

これについてはプロジェクトチームの社会福祉協議会 秋山代理

から内容概略説明いたします。

○社会福祉協議会

秋山事務局長代理

委員ではないのですけども、酒匂会長の意見も出されていますけ

ども、それを社協として具体的に肉付けをということで、酒匂会長

の意見と一緒に出させていただきました。ここに書いてあるとおり

で、今ですね、近藤委員さんからも言われましたけども、要は昔あ

った日本の社会をイメージ、そうすればいろいろな問題も解決でき

るのではなかろうかというふうに思っております。実はですね、今、

松原委員さんも言われましたけれども、つい最近の話ですけども、

私の父親も、同じ市内に住んでいて一人暮らしだったのですが、脳

挫傷を起こしまして入院しました。一人暮らしだったので、もとも

とその地域には社協が組織した在宅サービスチームというのが、見

守り活動するチームがありまして、ある日そこのチームから電話が

かかってきたのです。ずっと不在だけど大丈夫かということで、そ

れが何で分かったのかなというと、うちの親父が時々買物に行って

いた酒屋さんのおばさんが、最近、買物来ないけど大丈夫なのかな

と民生委員さんに言って、民生委員さんが訪問してみたら、やっぱ

りずっと家の中が閉まっちゃっているというようなことで通報あっ

て、実はこういうことで入院していたのですよというようなことで

した。なおかつ父親は退院後も元々性格というのもあるのですが、

歩いて数分のところに公民館があってそこの公民館でサロンをやっ

ているから来てくださいと言われても、その場には行きませんでし

た。それで、結局自分がこういう仕事をやっていたので、いろいろ

高齢介護課に要介護認定をすぐお願いしたりですとか、食事サービ
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スを入れたりですとかしました。自分が同居できれば一番いいので

すが、ハード的な問題でできないこともありました。そういう出た

がらない人をどうやってフォローするかというのが、非常に重要な

問題なのかなと思うのです。そこら辺も踏まえて、日頃の近所付き

合いで問題の発見ができるような地域社会ができたらいいという思

いもこの４ページ以降にはあります。

あと、６ページにはイギリスの事例とかも書いてありますけど、

最近テレビのコマーシャルでもやっていたと思います。あのコマー

シャルはドアを開け閉めの習慣のついて触れたものです。コマーシ

ャルでは開けられた人はそのまま通り過ぎてしまっていたのですけ

ど、開けられた人はまたそのドアを押さえて次の人を振り返って待

つというような習慣がイギリスにある訳で、そういった部分からお

互いを尊重し合うということを多くの人に認識していただければ、

これは本当に理想論ですけども、そういう誰もが住みやすい社会と

いうのも自ずとできるのかなと思います。そのためには社会福祉協

議会もそうですけれども、行政、住民の皆様が一体となったいろい

ろな活動の展開をこれからしていく必要もあると思います。これが

できれば、ケアタウン構想の基本的な部分もできてくるのかなとい

う思いで、酒匂会長の意見を補足する部分としてこのような資料を

付けさせていただきました。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

他にはございますか。よろしいでしょうか。

たくさんの意見をいただきまして、資料１を見ていただきますと

解決方策が載っております。それと先程から委員の皆さんにいただ

いた意見、かなり私としては合致している部分があるのかなと思っ

ております。この解決方策と委員の皆さんからいただいた意見を取

り入れて、中間報告に整理してまとめていただきたいと思いますが

よろしいでしょうか。はい、それではそのような形で事務局、委員

長、副委員長もという話がありましたので、委員長、副委員長も参

画させていただいて、中間まとめの方をまとめていくということで

事務局よろしくお願いいたします。

（３）その他

○伊東委員長 それでは議題（３）「その他」でございますが、事務局の方ござい

ますか。

○事務局 それでは事務局から事務連絡等させていただきます。
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【田代上級主査】 ３つございまして、まず１つ目でございますが、次回の会議日程

でございますが、先日、かなり前にご案内差し上げましたが、会議

通知等出させていただきますが、１１月２８日（土）の午後３時か

ら５時まで第５回会議をまた同じこの会場で開催させていただけれ

ばと思います。また追って開催通知はご通知させていただきます。

２つ目でございますが、先程来ケアタウン構想のイメージ案とい

う資料１がございましたが、その基本理念と基本目標につきまして

ですね、先程議論の中でもございました、意見書の提出ということ

でございますが、期限が大変短くて申し訳ございませんが、中間報

告に間に合わせる段取りの関係上、１１月４日水曜日でございます

が、これまでにメール、郵便、ＦＡＸいずれの方法でも結構ですの

でお出しいただければというのが２つ目のお願いでございます。

３つ目でございますが、今卓上に配布させていただきましたが、

２つ情報提供ということでさせていただきます。１つ目、白い紙で

ございますが、現在神奈川県が地域福祉支援計画というのを作って

運用しておりまして、県内各市町村の地域福祉計画の実行を後押し

するものでございます。その１つといたしまして、小田原保健福祉

事務所の主催でございますが、地域福祉コーディネーター専門研修

というのが今回１１月６日の当委員会に参加していただいている中

村先生のご講演を皮切りに開催されますので、ご案内させていただ

く次第でございます。傍聴ではなくて、参加する以上研修に参加し

てくださいということですので、非常に皆さんお忙しいとは存じま

すが、もしご都合が合えばということで、ご案内させていただきま

した。あともう１つ、ピンク色の「命の作法」という上映会でござ

いますが、こちら加藤市長の標榜するケアタウン構想の考えの１つ

として、９月頃にも小田原のあるところで上映されたものでござい

ますが、昭和３０年代、岩手県のある村におきまして、全国にさき

がけて老人医療費の無料化と乳児死亡率０を達成したということ

で、この映画から、地域団体、住民等が連携して支え合っていく地

域づくりに考えていただければということで、同じ映画でございま

すが、１１月１１日のこの期日に無料で上映されますのでご案内い

たしますというのがこの２つ目でございます。

事務局からの報告、事務連絡は以上でございます。よろしくお願

いいたします。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

委員の皆様から情報提供等ございましたらお願いいたします。

では近藤匡委員どうぞ。

○近藤匡委員 早急で申し訳ないのですが、「障害者レクリエーション大会」とい

うのを毎年やっているのですが、こちらを明日２５日９時３０分か
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ら２時まで西湘地区体育センターで開催いたします。卓球とかダー

ツとか、障害者を対象にした遊びをやっているので、良ければ一緒

に参加していだければうれしいなということで案内させていただき

ます。

当日のチラシを障害福祉課で持ってきてもらえるようですので、

よろしくお願いします。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。

では部長よろしくお願いします。

○事務局【清水部長】 今インフルエンザが非常に流行っており、医療従事者の予防摂取

がすでに始まっておりますが、昨日、小田原市内の小学校、それか

ら保育園が大分学級閉鎖となりました。保育園は基本的には閉めな

いと皆さんには申し上げておりましたけども、とにかく未然に防ぎ

たいということで、今回閉鎖いたしました。

手洗いの励行ということで各学校にやっていただいております

が、是非皆さんも普及していただいて、なるべく広げないように努

力していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○伊東委員長 はい、ありがとうございます。

他にはいかがでしょうか。

では、事務局よろしくお願いします。

○事務局【川久保次長】 本来ですとこの場でお配りすれば良かったのですが、１点、情報

提供させていただきます。酒匂副委員長も下田委員さんもメンバー

になっていただいておりますが、「地域コミュニティ検討委員会」と

いうのを小田原市で同時に進めております。今週の水曜日にたまた

ま傍聴させていただきましたら、先程木村委員の富水地区でモデル

事業ということで地域別計画が示されました。こちらはまだ一般的

にお示ししていないということで資料は回収となったのですが、そ

の中で地域の課題とかを整理されていまして、非常にきめ細やかな

地域別計画でした。

また、まだ中間の段階ですが、地域コミュニティのあり方につい

て、今年の３月に「地域コミュニティ検討委員会」から中間報告が

ありました。人づくりだとか場づくりだとか、ちょうど今ここで議

論になっていることがそちらの方でも地域の課題として、大きく挙

げられております。こちらは早急に皆さんにお送りさせていただき

ますので、また改めてご覧いただければと思います。ご議論いただ

いたものとかなり関連する部分がありますので、考え方の参考にし

ていただければと思いますのでよろしくお願いいたします。

○伊東委員長 はい、ありがとうございました。

では時間前ですが閉めさせていただいて、片付けをしている間に



28

コピーが届くと思いますので、そのようにさせていただきたいと思

います。そうしましたら、先程お話がありましたように、次回は

１１月２８日土曜日３時からということで、また皆さんの方に文書

が届くと思います。

事務局の方にお願いですが、下田委員が本日欠席されております

ので、資料等お送りいただければと思います。

それから先程もございましたように意見書の方ですが、今回も多

数のご意見をいただきましたけれども、また、キャッチフレーズの

方もたくさん寄せていただければと思いますので、よろしくお願い

いたします。

それでは以上を持ちまして、本日の委員会を閉会とさせていただ

きます。

円滑な議事進行に協力いただきまして、ありがとうございました。


